


















































































の序論を調査する。これらの資料の序論では、文数 3～ 4のものが 45編中 19編で最も多




















の、Move1: Establishing a territory（論文が扱う領域を確立する），Move2: Establishing a 
niche（研究されるべきテーマや新しい視点を指摘する）Move3: Occupying the niche（自



















































































































































































































































































































































































要素 1 要素 2 要素 3 単段 複段 合計
類型 1 *Ⅲ課題設定 3 2 5
類型 2 Ⅰ問題発見 *Ⅲ課題設定 25 2 27
類型 3 Ⅱ問題分析 *Ⅲ課題設定 0 3 3
類型 4 Ⅰ問題発見 Ⅱ問題分析 *Ⅲ課題設定 4 2 6


















































































 1  市川（1987：126）は、「文段」を次のように定義している。「文段とは、一般に、文章の内部の
文集合（もしくは 1文）が、内容上のまとまりとして、相対的に他と区分される部分である。」
 2  Swales（1990）は、自然科学の研究論文の序論についてCreate a Research Space modelを提唱し、
コミュニケーション上の意図に基づく 3つのMoveとそれを文章に実現するための下位要素であ
る 11の Stepから分析し、各 Stepについては、表現特性も分析している。訳語は、杉田（1997）
に従う。
 3  市川（1978：127）は、「中心文」を次のように定義している。「中心文とは、段落における中心
的内容（小主題）を端的に述べている文のことである。トピックセンテンスともよばれる。」 
 4  〔資料 1〕山崎信寿編（2003）に収録された全レポート 18編。〔資料 2〕山崎信寿編（2002）に
収録された全レポート 15編。〔資料 3〕相吉英太郎編（1997）に収録されたレポートより 12編。
各資料は、総文字数約 4000字から 8000字のレポートで、図表を平均 8以上含んでいる。
 5  山崎信寿（2000）は、「卒業研究も社会にでてからの創造的仕事も、共に問題発見にはじまり、
問題分析・意思決定・解析・考察を経て成果報告で完了する。」と述べている。
 6  課題レポートの下位要素には、Swalesの Stepのうち、1-1: Claiming centrality、1-2: Making 
topic generalization（s）、1-3: Reviewing items of previous research、2-1B: Indicating a gap、
2-1C: Question-raising、3-1A: Outlining purposes、3-3: Indicating RA structure等が見られた。
 7  〔資料 1〕と〔資料 2〕の指導者である慶應義塾大学理工学部の山崎信寿氏から、「「問題分析」の
過程については、研究対象に対する高度な知識等が求められるため、学部 1年生には荷が重い。」
という主旨の回答を得ている。
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